
「レジャー レクリエーションの研究なめ

サービスと運営管理

土屋薫(江戸川大学)

要旨

期間内の学会誌に掲載されている「サービスと運営管理」に関わる文献は、原著論文に限れば、 1年に l

本に満たない割合でしか発表されていなし、また、レジャー産業自体のトレンドも反映されていない。これ

を学会大会における口頭発表で捉えてみると、関連文献の総数は、比率の上では原著論文より 3倍以上多く

なっている。このことは、研究テーマとして速報性の重要さが意識された結果と見ることができる。

同じくこの分野に関する学会大会での口頭発表数の経年変化を見ると、年によって大きなパラつきがある。

これは学会大会ごとのテーマとも関連があるが、学会として、この分野が必ずしも主要な領域となり得てい

ないことを意味している。

今後の研究上の課題は、議離しつつある学会の方向性と行政や企業の運営あるいはマーケテイングとの関

を埋めるところにある。

その課題克服の方向性を探るために、期間内に掲載された文献について、原著論文や研究資料といった細

目に関係なくそのテーマに沿って分類してみると、ベスト 3は上から自然分野 (27件)、ついでスポーツ・

身体分野 (24件)、教育分野 (23件)であった。この経年変化を見ると、自然分野とスポーツ・身体分野と

の「せめぎあいjの中に教育分野が位置していることがわかる。これは学会誌の編集方針を表した結果と捉

えられるが、一方で投稿論文の偏りを反映していることも予想される。実際には、この 3分野における学会

大会の口頭発表数の経年変化は、学会誌に見られる文献比率よりも偏りが少ない。

したがって、学会大会と学会誌の研究成果を結ぶことが問題状況の是正につながる。具体的には、業界関

係者や行政担当者、現場実践者の参加しやすい、あるいは参加意義を強く感じさせるような形で研究会活動

を活発化できれば、速報性を保持しつつ、より精綾な信頼性・妥当性を実現した研究成果を社会に還元する

ことカまできる。

第 1章緒言

本論は「サービスと運営管理」の観点から、レジャー・レクリエーション研究の動向を整理し、その将来

展望を見出すことを目的としている。また、「学会の歩み 第 1号」が刊行されて以降、 1996年から現在に

至る時期をその対象としている。具体的には、観光商品としてのレジャーの傾向、あるいは行政の取り組み、

組織運営の動向といったテーマを想定している。つまり、担い手としては企業だけでなく行政も視野に入れ

ている。また、マーケテイング関連、観光全般に関わる研究も扱うことを意味する。

第2章レビューの方法

1 .分析の枠組み

本論は「サービスと運営管理」という分野を扱うため、分析の都合上、対象期間のレジャー市場について

も概観しておく必要がある。したがって、ここでは『レジャー白書j(1996 ~ 2000年:財団法人余暇開発

センター編集発行、 2001~ 2002年:財団法人自由時間デザイン協会編集発行、 2003~ 2009年:財団法人

社会経済生産性本部編集発行)をレビューした。
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2.レビューの対象

本論では、研究動向のレビューとして、学会誌『レジャー・レクリエーション研究Jに掲載された関連分

野の文献を整理した。その際、学会大会発表論文集は別枠で取り扱うこととした。

第3章先行研究の特徴や動向

1.レジャー市場の概況

この 15 年間のレジャー市場は 3~4 年ごとのトレンドとして把握することができる。

1995年からは、バブル経済崩壊後の深刻な経済状況を乗り越えるため、様々な模索が見られたO 具体的

には、①セルフ化②ネットワーク化G複合化といった視点で整理できる1)2)。セルフ化とネットワーク化は

構造改革による低下価格化を実現し、異業種聞の協業化・複合化によって経営効率や商品・サービスの付加

価値が高められた 3)。またそれは、パワーセンターあるいはモールといった形を取っていった。衛星デジタ

ルテレビ放送やインターネットの普及、シネコン(シネマコンプレックス)、プリクラ(プリント倶楽部)

の登場、デイスカウントストア「ドンキホーテ」が脚光を浴びるとともに、ガーデニングが人気を呼んだの

もこの時期である 4)。

1999年頃からは、特に①時間消費性②コミュニケーション重視といった方向性が見られるようになった。

「ジ、ュンク堂書庖」における庖内へのテーブルやイスの配置、あるいは近畿日本ツーリストの「クラブ・ツー

リズム」のような「会員制」のサービス提供もこの流れの中で捉えることができる 5)。また、「携帯電話市場」

や「ペット市場J、スーパ一銭湯に代表される「温浴施設jなど、新たなレジャー市場創出もこの文脈から

捉えられる 6)0 2001年は「ユニバーサル・スタジオ・ジャパン」と「東京ディズニーシー」の 2つの大規模テー

マパークがオープンしたが、 9月11日にアメリカで同時多発テロ事件が起きたため、旅行業全体は大幅に

状況が悪化した 7)。

2002年頃からは、低価格化の進展によるデフレ不況を克服するために、新たなビジネスモデルを模索し、

新たな市場を開拓する動きが出てきた 8)。韓流ブームや IPS2Jの中国進出、インバウンドへの取り組みと

しての「ピジットジャパンキャンペーン」もその結果として捉えることができる 9)。また、各スポーツの子

供市場への参入やモスバ}ガーの「ニッポンのパーガー匠味」シリーズ・高級ピュフェ「柿安三尺三寸箸」

に見られるような外食産業の高級ブランド化、「脳トレ」ブームに見られるシニア化もこの流れで理解でき

る10)。この動きの背景には、これまでレジャー産業牽引の柱のーっとされてきた若年層のレジャー離れが

挙げられる11)12)。

2006年頃からは、オイルサーチャージ(燃油特別付加運賃)やリーマンショック、新型インフルエンザなど、

レジャー産業にとって大きな障壁が新たに登場した 13)。ただもちろん、ニンテンドーのIWiiJの登場や、IBIGJ

と IminiBIGJで売上高を大きく伸ばしたスポーツ振興くじ toto(トト)、高速道路料金値下げといった明

るい材料も存在する。また 2009年は「電気自動車元年」と言われ、新市場としても注目されている 14)。

2. rレジャー・レクリ工ーション研究Jの動向

期間内の学会大会抄録を除いた学会誌第 33号から第64号に掲載されている文献 114件(学会報告も含む)

のうち、「サービスと運営管理」に関わる文献は 26件 (22.81%)となっている。原著論文に限れば全38件

(33.93%)のうち、 11件 (9.65%)となっている 15お) (表 1)0
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表1 期間内の「サービスと運営管理」関連分野原著論文リスト

巻 者 者 研 町プ内1門d 題 目 発行年

35号 杉本文松田義幸 自由学芸教育のモデルとしてのグレ ト・ブックス-セミナー 1996年

36号 陳盛雄栗田和弥麻生恵 台す湾る諸に団お体けのる動キきャとンそプののキ変遷ャンにプ関活す動るを研中究心とーキしてャーンプに関 1997年

40号 赤堀方哉山口泰雄 民間レクリ工 ション団体会員の継続意欲に関する研究 1999年

44号 岡村泰斗飯田稔関智子 子成動ど機も長、友期人自関然係体、験村自然事認業識にに関着す目る評して価研究 ー参加者の達 2001年

44号 赤堀方哉 N関PすOるj去一の考受察容が民間レクリ工ーション団体IZ:与えた影響人 2001年

44号 陳盛雄栗田和弥麻生恵 台研湾究におけるキャンプの発展に影響を与えた諸要素に関する 2001年

45号 土居守 ホァル・リビッスツのにIみるホスピタリァィ序論 ーホスピタリ 2001年ティとサ 関連についてー

52号 平野貴也 雪空明期日本にウおイけンるウインド・ンサ協ー会フのィ活ン動のを普中及心に関する研究 2004年
ー ドサーフィ に

60号 長積仁佐藤充宏松永敬子榎本悟 地討ぼ域ーす文影化響IZ:対一す地る域享文受化能を力活がかコしミたュま二ちテづィくへりのの帰有属効意性識のに及検 2008年

60号 陳智益下嶋霊ー栗田和弥・麻生恵 台湾国家公園の発展と多様な主体の参画IZ:関する研究 2008年

64号 陳智益ー下嶋聖ー栗田和弥麻生恵 台能性湾 金門国家公園IZ:おける公園事業と多様な主体参画の可 2010年

割合で見ると必ずしも少ないようには見えないが、 15年間にのべ 18冊刊行された学会誌に、関連原著論

文が 11件しか無いということは、 1年に 1本に満たない程度の割合でしか研究成果が発表されていないこ

とを示している。また、先に見たレジャー産業自体のトレンドもほとんど取り上げられていない。

また学会大会における発表で捉えてみると、口頭発表数は 340件にも上る。原著論文が 11件だったのと

比べると、その絶対数は多い。また全発表数 340件(口頭発表に限る)のうち、「サービスと運営管理」に

関わる文献は 101件 (29.70% 教育施設の運営は除く)となっており(表 2)26.)お)、比率の上でも 3倍以上

多くなっていることがわかる。このことは、研究テーマとして速報性の重要さが意識されている結果とも取

れる。

表2 関連テ マ発表数の経年変化

年次 開催年 会場校 発表総数 関連ァーマ発表数

第26回大会 1996年 奈良女子大 24 

第27回大会 1997年 東京農業大 30 11 

第28回大会 1998年 福岡大学 31 15 

第四回大会 1999年 淑徳大学 27 9 

第30回大会 2000年 明治大学 29 10 

第31回大会 2001年 千葉大学 27 6 

第32回大会 2002年 大分大学 17 5 

第33回大会 2003年 東北福祉大学 27 7 

第34回大会 2004年 立教大学 27 5 

第35回大会 2005年 国際基督教大学 19 6 

第36回大会 2006年 平安女学院大学 26 7 

第37回大会 2007年 東洋大学 15 4 

第38回大会 2008年 新潟医療福祉大学 21 4 

第39回大会 2009年 江戸川大学 20 11 

340 101 
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またこの分野に関する発表数の経年変化を見ると(図1)、年によって大きなパラつきのあることがわかる。

これは学会大会ごとのテーマとも関連があると考えられるが、学会として、この分野が必ずしも主要な領域

となっていないことは否めないだろう。

また必ずしも資料として妥当であるとは言えないが、学会誌への広告数と比較してみると (B5版 1ペー

ジに対して 2件として換算)、 2002~ 2003年を境にして、 2004年からは掲載数が極端に落ち込んでいる。

このことは景気の動向も考慮に入れないといけないが、行政も含め企業や観光業のマーケテイングあるいは

運営に関わる側の求めるものと学会の方向性とが希離してきたことを示していると言えないだろうか。

35 

15 圃圃圃発表総数

ーーー関連テーマ発表

ーー・掲載広告数

30 

25 

20 

10 

図1

第4章今後の研究の課題とその方法論の展望

前章末で見た通り、今後の研究上の課題は、学会の方向性と行政や企業の運営あるいはマーケテイングと

が栽離してきたところに見出せる。これを是正する上で必要な点について、最後にもう一度学会誌(学会大

会発表論文集を除く)に掲載された文献の分野について整理してみたい。

期間内の33号から 64号までの計18冊に掲載された文献を、原著論文や研究資料といった細目に関係なく、

そのテーマに沿って分類したところ、ベスト 5は上から自然分野 (27f牛)、ついでスポーツ・身体分野 (24件)、

教育分野 (23件)、療養分野 (14件)、遊び分野(13件)であった(重複してカウントしたので、必ずしも

総計は全数にならない)。

このうち上位 3つの経年変化をまとめたのが図 2である (36号と 54号はどの分野の文献も無かったため

除いた)。これを見ると、自然分野とスポーツ・身体分野との「せめぎあい」の中に教育分野の文献が位置

していることがわかる。これは当然学会誌の編集方針を表した結果として捉えられるが、反面、投稿論文の

偏りを反映していることも考えられる。

ここで同様の集計を学会大会の口頭発表に関して行った結果が図 3である(図2と軸を合わせるため、

1998年および2005年は除いた)。

これを見ると、学会誌に見られる文献数よりも偏りが少ない。学会大会における口頭発表と学会誌におけ

る文献掲載の差異を考えると、それは研究成果の速報性とより精綴な信頼性・妥当性に見出せる。両者の講

を埋めることこそ今後求められることであり、そのためには、年に 1度の学会大会の聞を埋める研究会活動

の推進が求められるであろう O 業界関係者や行政担当者、現場実践者が参加しやすい、あるいは参加意義を

強く感じる研究会活動の実現こそ今求められているのではないだろうか。
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図2 学会誌に見られる主要3分野の文献数の経年変化
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図3 学会大会に見られる主要3分野の発表件数の経年変化

本来ならば、本学会の研究のあり方自体を検討する上で"J ournal of Leisure Research"に代表される

ような海外の研究誌の状況や現場の実態と比較して相対化することが望ましいが、紙幅の都合上、別の機会

に譲らなければならない点ご了承いただきたい。
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